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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像を表示する液晶セルに対して当該画像を構成する各画素をフレームごとに駆動する駆
動手段と、
　前記フレームの中の特定フレームに書き換わる際にオフからオンへ変化し、当該特定フ
レームが書き換わった後にオフに戻る移動時ビデオ信号を入力する入力手段と、
　前記移動時ビデオ信号において、前記オンに変化してから前記オフに戻り前記画素の輝
度が０に戻るまでの前記画素の輝度変化を時間で積分した時間積分量が前記特定フレーム
に対して連続してオンした場合である静止時の理想的な光量に近似するように、前記移動
時ビデオ信号に対して施すオフセット量を設定する設定手段と、
　前記入力手段により入力された、前記特定フレームに書き換わる際の前記移動時ビデオ
信号に対して、前記設定手段により設定される前記オフセット量を施し、出力ビデオ信号
を生成する生成手段と、
　前記生成手段により生成された前記出力ビデオ信号を前記駆動手段に対して出力する出
力手段とを備え、
　前記入力手段により入力される前記移動時ビデオ信号は、複数の色信号で構成され、
　前記設定手段により設定される前記オフセット量は各色信号ごとに決定され、
　前記生成手段は、各色信号ごとに決定される前記オフセット量に基づいて、各色信号ご
とに出力ビデオ信号を生成することを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、遅い応答速度を補償する方法にかかり、特に液晶表示装置における応答速度の
遅さに起因するフリッカを抑止する方法および装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
パーソナルコンピュータ(ＰＣ)やテレビ等の画像表示用及び各種モニター用のディスプレ
イデバイスとして、近年、ＣＲＴの他、液晶表示装置(ＬＣＤ)が広く採用されるに至って
いる。このＬＣＤは、ＣＲＴに比べて大幅に小型、軽量化を図ることが可能である。また
、表示性能の点でも幾何学的歪みが少ないなどの他、著しく高画質化が進んでおり、今後
の映像機器における表示装置の本命として大きく注目されている。
【０００３】
しかしながら、液晶自体の応答特性の悪さから、ＬＣＤには応答速度が遅いといった潜在
的問題が存在している。即ち、業界で標準的に使用されているディスプレイでは、画面が
１秒間当たり６０フレームの割合、即ち、(１÷６０＝)１６.７ｍｓ毎に書き換わる。一
方で、現在のＬＣＤに利用されている液晶の反応の速さ(応答速度)は、１０～５０ｍｓを
用いて黒から白になるものが多く、平均的なもので２０ｍｓ～３０ｍｓである。即ち、デ
ィスプレイでの１フレームの時間は、たいていの液晶の応答時間よりも短く、結果として
、ＬＣＤの応答速度の遅れを起因として、動画表示の際の残像や、速く動く画像に対応す
ることができない等、の問題が顕在化されていた。
尚、業界で「応答速度」といった場合には、▲１▼液晶セルに電圧を印加して色を反転さ
せるのに要する時間、▲２▼印加した電圧を除去して元の色に戻るのに要する時間、の合
計を指すことが多い。また、業界で「フレーム」と言った場合には、１画面を構成するべ
き画像(絵素)の全てがディスプレイ上に走査されることを示している。
【０００４】
このようなＬＣＤにおける応答速度の遅さを解決するものとして、例えば、特開平２－１
５３６８７号公報や、特開平４－３６５０９４号公報、特開平６－６２３５５号公報、特
開平７－５６５３２号公報等がある。
この特開平２－１５３６８７号公報では、動きの少ない静止画領域と動きの多い動画領域
とを判別し、動画領域にのみ、時間方向の画像変化を強調する信号処理を施すように構成
し、必要な画像領域にのみ応答速度を向上させて、残像及びノイズの発生が少ないＬＣＤ
を提供している。
また、特開平４－３６５０９４号公報では、画像データが変化した場合に、その変化の方
向と度合いに応じて、予め格納してある最適な画像データが読み出されてＬＣＤが駆動さ
れるように構成し、急激に変化する画像に対しても迅速に追従できるようにＬＣＤを提供
している。
更に、特開平６－６２３５５号公報には、フィールドまたはフレーム間で映像信号が変化
した場合に、フィールドまたはフレーム間の差成分を映像信号に重畳したパルスステップ
駆動を行うことで、ＬＣＤにおける表示素子の応答性を改善する技術が開示されている。
また更に、特開平７－５６５３２号公報では、液晶パネルの階調変化による応答変化を向
上させるために、画像増減値データのテーブルを記憶したテーブルメモリを備え、加減算
して液晶パネル(液晶セル)を駆動する技術について開示されている。但し、加減算する量
については「最適な」の文言に留まり、その具体的な内容までは全く開示されていない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ここで、ＬＣＤにおける、ＣＲＴディスプレイでは起きないような画面品質上の問題とし
て、ＬＣＤ上に発生するフリッカの問題がある。これは、例えば、ＣＡＤにおいてワイヤ
ーフレームモデルをＬＣＤ上に表示させ、オペレータ(ユーザ)が概ね１秒間に数十ピクセ
ル程度といった、比較的低速に連続移動させたとき、ワイヤーフレームモデル全体が数Ｈ
ｚから十数Ｈｚ程度の周期で明滅して見える現象である。この現象は、ＣＲＴディスプレ
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イでは発生しないが、その一方で、現存するＬＣＤの殆どの機種にて発生しており、実際
のお客様からも早期改善を求める声が多数、寄せられている問題である。尚、ここでのフ
リッカの問題は、ＣＲＴディスプレイでの画面リフレッシュによるフリッカとは症状も原
因も異なるものである。
【０００６】
このＣＡＤにおけるワイヤーフレームモデルの画面では、通常、黒のバックに白やその他
の色の多数からなる細線でモデルが表示されている。例として白色(Ｒ(レッド)/Ｇ(グリ
ーン)/Ｂ(ブルー)ともにＯＮ)を仮定すると、ワイヤーフレームモデルが画面上で静止し
ていれば、数フレームで正しい輝度に到達することから問題は生じない。しかしながら、
オペレータがモデルを画面上で移動させる操作を行った場合、輝度が完全に出なくなって
しまう。即ち、前述のように、ＬＣＤ自体の応答時間が遅いことから、ある画素が１フレ
ームだけ点灯したとしても、その画素は規定の輝度に達しない場合がある。この状態を、
以下に図面を用いて説明する。
【０００７】
図９は、このワイヤーフレームモデルを画面上で動かした場合におけるスクリーン上での
線の動きを示す図である。また、図１０は、このときのライン(ｉ)上におけるフレーム毎
の画素のＯＮ/ＯＦＦを示す図である。更に、図１１は、ピクセル(ｊ)における輝度の変
化を示す図である。
ここで、図９に示すように、ある画素に着目した場合、フレーム(ｎ－１)２０１、フレー
ム(ｎ)２０２、フレーム(ｎ＋１)２０３の画素の上をワイヤーフレーム２００の線が順に
動き、通過するものとする。即ち、画素上を線が通過した１フレーム分の時間だけ点灯し
、直ぐに消灯する。このとき、破線で示すライン(ｉ)２０５に着目し、微視的に特定の画
素であるピクセルに着目して見ると、図１０に示すように、各フレームは、ピクセル(ｊ)
２０６の動きによってオフ(Ｏｆｆ)からオン(Ｏｎ)へ駆動され、1フレーム後にまたオフ(
Ｏｆｆ)に戻る。ところが、前述のように、通常の液晶の応答速度が１６.７ｍｓよりも長
いことから、ピクセル(ｊ)２０６は、黒から完全に白に戻る前に元の黒に戻ってしまう。
即ち、図１１に示すように、フレーム(ｎ－１)２０１ではオフであったピクセル(ｊ)２０
６は、フレーム(ｎ)２０２でオンになった後にフレーム(ｎ＋１)２０３でオフになるが、
フレーム(ｎ)２０２だけ１００％の輝度となるように点灯したとしても、そのピクセル(
ｊ)２０６は目標とする輝度に到達していない。その結果、移動中の線画の輝度は低い状
態となる。ＣＡＤでワイヤーフレームモデルを画面上で連続移動させるといっても、実際
には数フレーム毎に移動と静止を繰り返しており、この移動中と静止時とによる表示輝度
の差によりワイヤーフレームモデルが明滅し、この差が所謂フリッカの原因となることを
発明者らは発見するに至った。
【０００８】
尚、現在、ＬＣＤのフリッカ対策として、液晶そのものの素材を改良したり、ガラス間の
ギャップを狭くすることで、液晶パネルの応答速度を改善する方法に各社が積極的に取り
組んできている。また、現在の製品レベルとして、立ち上がり＋立ち下がりで２５ｍｓ程
度まで速くなったものが市場に出てきている。また、学会などでは、数ｍｓの応答速度の
ものも発表されている。しかしながら、これらの液晶そのものへの対策では、信頼性など
の面で量産品として対応することが難しく、実用レベルとしては未だ多くの課題が残され
ている。
【０００９】
本発明は、このような技術的課題に基づいて、ＬＣＤを駆動するパネル駆動回路側で、見
た目上においてこのフリッカ現象を抑止することを主たる目的とする。
また、他の目的は、モデルが移動しているのか静止しているのかを大局的に判断すること
なく、移動中のモデルに対してオフセットを施して駆動することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
かかる目的のもと、本発明の液晶表示装置は、ホスト側からビデオ信号を入力する入力手
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段と、この入力手段により入力されたビデオ信号における直前の輝度レベルを記憶する記
憶手段と、この記憶手段に記憶された直前の輝度レベルと入力手段に入力される次のビデ
オ信号における次の輝度レベルとに基づき、この次の輝度レベルに対して、輝度変化の時
間積分量を静止時である理想的な光量とほぼ同程度にするための出力輝度レベルを決定す
る決定手段と、この決定手段により決定された出力輝度レベルに基づいて、画像を表示す
る液晶セルを駆動する駆動手段とを備えたことを特徴としている。
【００１１】
ここで、理想的な光量とは、各画素がフレーム毎に駆動される表示素子においては、フレ
ームがオンされた時点で目的とする輝度レベルに達し、フレームがオフされた時点で輝度
レベルがゼロとなるような応答特性に基づく光量が、その一例に該当する。また、輝度レ
ベルは、目的とする輝度の値として、階調として表現することも可能であり、人間の明る
さに対する視覚の特性を表現できるものとして把握することができる。更に、輝度変化は
、液晶セル(液晶パネル)の種類によって異なる応答特性と考えることができる。尚、光量
は、輝度変化の時間積分量として把握でき、輝度が一定であれば輝度×時間として把える
ことができる。また更に、ほぼ同程度とは、完全に一致していないがほぼ同等と認められ
るレベルであり、対策を施さないものに比べて理想的な光量に近似するレベルを含むもの
である。
【００１２】
また、この決定手段は、直前の輝度レベルと次の輝度レベルとの対応にて液晶セルの特性
により求められる輝度レベルを記憶するテーブルを備えると共に、このテーブルから読み
出した輝度レベルに基づいて次の輝度レベルを修正して出力輝度レベルを決定することを
特徴とすることができる。このように構成すれば、モデルが移動しているか静止している
かを大局的に判断する必要がなく、移動中における光量の変化によるフリッカを抑制する
ことが可能となる。また、いわゆる中間階調における補正を簡単に行うことができ、特に
中間階調で顕著である輝度レベルの低下に対して適切に対応することが可能となる。
【００１３】
更に、この入力手段により入力されるビデオ信号は、複数の色信号で構成され、この決定
手段におけるテーブルは、色信号毎に設けられていることを特徴とすれば、人間の視覚に
おけるフリッカ感度に対して各色の輝度レベルの補正を加えることが可能となり、輝度差
を小さくしてユーザに対して見易い液晶表示装置を提供することができる点で好ましい。
この色信号としては、例えば、ディスプレイ表示に用いられるＲ(レッド)、Ｇ(グリーン)
、Ｂ(ブルー)の色信号が挙げられるが、他の表示系を採用することも可能である。
【００１４】
また、本発明の液晶表示装置を他の観点から把握すると、画像を表示する液晶セルに対し
てこの画像を構成する各画素をフレームごとに駆動する駆動手段と、このフレームの中の
特定フレームに書き換わる際にオフからオンへ変化し、この特定フレームが書き換わった
後にオフに戻る移動時ビデオ信号を入力する入力手段と、この移動時ビデオ信号をこの特
定フレームに対して連続してオンした場合である静止時の光量に近似させるためのオフセ
ット量を設定する設定手段と、入力手段により入力された移動時ビデオ信号に対して、こ
の設定手段により設定されるオフセット量を施し、出力ビデオ信号を生成する生成手段と
、この生成手段により生成された出力ビデオ信号を駆動手段に対して出力する出力手段と
を備えたことを特徴とすることができる。このように構成すれば、フリッカの原因として
最も大きいと判断できる静止時と移動時の輝度差を小さくすることが可能となり、視認さ
れるフリッカを抑止することが可能となる。
【００１５】
この設定手段により設定されるオフセット量は、移動時ビデオ信号における輝度変化を時
間で積分した時間積分量と、静止時の光量とに基づいて決定されることを特徴とすれば、
人間の視覚の特性を考慮して、輝度差を減らすことが可能となり、フリッカの抑止を適切
に図ることができる点で好ましい。
【００１６】
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また、この入力手段により入力される移動時ビデオ信号は、複数の色信号で構成され、こ
の設定手段により設定されるオフセット量は各色信号ごとに決定され、更に、この生成手
段は、各色信号ごとに決定されるこのオフセット量に基づいて、各色信号ごとに出力ビデ
オ信号を生成することを特徴とすれば、色信号毎に移動時と静止時との輝度差を補正する
ことができ、カラー画像表示におけるフリッカを防止することが可能となる。
【００１７】
更に、本発明は、入力されたワイヤーフレームモデルを液晶セルにて表示する際に、輝度
差によって生じるフリッカを防止するための機能を含む液晶制御回路であって、所定の階
調を有するワイヤーフレームモデルが特定画素に対して数フレームに亘って表示されるこ
とにより出力される静止時の輝度に対応して、この所定の階調を有するワイヤーフレーム
モデルがこの特定画素に対してフレーム毎に変化する移動時の輝度におけるオフセット量
を記憶する記憶部と、この入力されたワイヤーフレームモデルが移動時にある場合には、
この記憶部に記憶されたオフセット量をワイヤーフレームモデルが有する階調に対して施
す修正部とを備えることを特徴とすることができる。
【００１８】
また、入力されたこのワイヤーフレームモデルの輝度情報を直前輝度として記憶するフレ
ームバッファを更に備え、記憶部は、このフレームバッファに記憶された直前輝度と次に
入力されたワイヤーフレームモデルの有する輝度との対応関係に基づくテーブル情報とし
てオフセット量が記憶されることを特徴とすれば、移動時と静止時との別個な判断部を有
することなく、移動時におけるフリッカを抑止することができる点で優れている。
【００１９】
尚、この発明におけるワイヤーフレームモデルは、例えば、ＣＡＤ等にて白あるいは他の
色を用いた多数の細線の集まりからなるモデルが該当し、このワイヤーフレームモデルに
よるフリッカが特に問題となることから、かかるワイヤーフレームモデルにおける移動時
の階調を補正することによるフリッカ抑止効果は大きい。
また、この液晶制御回路としては、例えば、インターフェイスボードとして液晶表示モニ
タに設けられる態様が考えられる。この液晶表示モニタとしては、いわゆるデスクトップ
型のパソコンやＣＡＤに用いられるモニタの他、ノートブック型のようにホスト側と一体
化されたものも考えられる。
【００２０】
本発明をカテゴリを変えて把握すると、本発明は、入力されたワイヤーフレームモデルを
液晶セルにて表示する際に、輝度差によって生じるフリッカを防止するためのフリッカ防
止方法であって、所定の階調を有するワイヤーフレームモデルが特定画素に対して数フレ
ームに亘って表示されることにより出力される静止時の輝度と、この所定の階調を有する
ワイヤーフレームモデルがこの特定画素に対してフレーム毎に変化する移動時の輝度との
対応関係を記憶し、入力されたこのワイヤーフレームモデルが移動時にある場合には、記
憶された対応関係に基づくオフセット量をワイヤーフレームモデルが有する階調に対して
施し、このオフセット量が施された階調に基づいて液晶セルを駆動することによりワイヤ
ーフレームモデルを表示することを特徴とすることができる。
【００２１】
また、この対応関係が記憶される際に用いられる移動時の輝度は、特定画素の上をワイヤ
ーフレームモデルが通過する際に、この特定画素がオフからオンへ駆動され１フレーム後
にまたオフへ戻る際の輝度であることを特徴とすることができる。
また更に、対応関係が記憶される際に用いられる移動時の輝度は、輝度変化を時間で積分
した光量であることを特徴とすることができる。
これらのように構成すれば、ワイヤーフレームモデルにおける移動時において、その静止
時との輝度差を少なくすることが可能となり、そのままでは顕著に発生していたフリッカ
を抑制することができる点で好ましい。
【００２２】
また、本発明を液晶駆動方法として把らえると、本発明の液晶駆動方法は、入力画素の第
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１輝度情報をフレームバッファに格納するステップと、次に入力される入力画素の第２輝
度情報と、このフレームバッファに格納されている第１輝度情報とに基づいて、輝度変化
の時間積分量を静止時である理想的な光量とほぼ同程度にするためのオフセット量を第２
輝度情報に施すステップと、このオフセット量が施された第２輝度情報を液晶セルを駆動
する駆動回路に出力するステップと、この入力画素の第２輝度情報をフレームバッファに
格納するステップとを備えたことを特徴とすることができる。この液晶駆動方法によれば
、モデルが移動しているか静止しているかを大局的に判断することなく、簡便な装置を用
いてフリッカを抑制することが可能となる。
【００２３】
また、この入力画素は複数の色信号からなり、このフレームバッファに格納するステップ
では、色信号ごとに第１輝度情報を格納し、このオフセット量を施すステップでは、色信
号ごとにオフセット量が施されることを特徴とすれば、複数の色信号からなるカラー画像
に対して各色ごとに輝度を補正することが可能となり、より適切にフリッカを抑止するこ
とができる。
また、このオフセット量を施すステップは、予め記憶されているオフセット量を第１輝度
情報と第２輝度情報との対応関係に基づいて読み出し、読み出したこのオフセット量を第
２輝度情報に施すことを特徴とすることができる。
また、この対応関係に基づいて記憶される際に用いられる移動時の輝度情報は、各色信号
ごとに輝度変化を時間で積分した光量であることを特徴とすれば、人間の視覚特性に沿っ
た補正をすることが可能となり、人間がフリッカの発生を視認することによる問題点に対
し、より適切に対処することができる点で好ましい。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面に示す実施の形態に基づいてこの発明を詳細に説明する。
図１は、本実施の形態における液晶表示装置の全体構成を説明するための説明図である。
符号１０は液晶表示パネルとしての液晶表示モニタ(ＬＣＤモニタ)であり、例えば薄膜ト
ランジスタ(ＴＦＴ)構造を有する液晶モジュール３０と、ＰＣまたはＷＳシステムからの
デジタルインターフェイスまたはアナログインターフェイスと接続され、液晶モジュール
３０にビデオ信号を供給するインターフェイス(Ｉ/Ｆ)ボード２０とを備えている。ノー
トブックＰＣの場合には、この液晶表示モニタ１０にシステム部(図示せず)が付加され、
また、表示装置がシステム装置から独立したモニタを構成する場合には、液晶表示モニタ
１０にシステム装置(図示せず)が加わって液晶表示装置を構成している。
【００２５】
このＩ/Ｆボード２０は、ＰＣ/ＷＳシステム等のホスト側からビデオデータを入力する入
力部２７、入力ビデオ信号に対して直前の輝度と次の輝度の比較を行う比較ロジック２４
、また、足し込み修正を実行するための足し込み修正部２５等を有する論理回路を搭載し
たＡＳＩＣ２１を備えている。また、入力された入力ビデオ信号を一旦、蓄えるためのフ
レームバッファ２２、ＡＳＩＣ２１の動きに必要な各種情報が格納されたＲＯＭ２３を有
している。このフレームバッファ２２は、直前に入力された入力ビデオ信号の値を格納し
てＡＳＩＣ２１に供給している。また、ＲＯＭ２３には、ＡＳＩＣ２１にて足し込み修正
される際に必要な、且つＲ/Ｇ/Ｂ各入力色信号毎に設定されるグラフベーステーブル２６
が設けられている。このグラフベーステーブル２６には、直前の輝度と次の輝度との対応
関係に基づく出力すべき輝度レベルが、後述するような表形式で格納されている。
【００２６】
一方、液晶モジュール３０は、大きく分けて、液晶セルコントロール回路３１と、液晶セ
ル３２、バックライト３３との３つのブロックから構成されている。この液晶セルコント
ロール回路３１は、パネルドライバとして、ＬＣＤコントローラＬＳＩ３４やソースドラ
イバ(Ｘドライバ)３５、ゲートドライバ(Ｙドライバ)３６のコンポーネントから構成され
ている。ＬＣＤコントローラＬＳＩ３４は、Ｉ/Ｆボード２０からビデオインターフェイ
スを介して受け取った信号を処理し、ソースドライバ３５、ゲートドライバ３６の各ＩＣ
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に供給すべき信号を必要なタイミングにて出力するものである。また、液晶セル３２は、
ソースドライバ３５およびゲートドライバ３６から電圧を受け、マトリックス上に並んだ
ＴＦＴ配列により画像を出力している。また、バックライト３３は、蛍光管(図示せず)を
備えており、液晶セル３２の背面または側面に配置されて背面から光を照射するように構
成されている。
【００２７】
図２は、本実施の形態に用いられるＬＣＤにおいて、移動中のワイヤーフレームにおける
輝度の例を示すグラフである。図２において、横軸は表示させたい輝度[％]を示し、縦軸
は実際に表示される輝度[％]を示している。破線で示される符号５１の線は、静止時にお
ける表示させたい輝度と実際に表示される輝度との関係を示している。また、実線で示さ
れる符号５０の線は、移動中のＲ(レッド)信号における表示させたい輝度と実際に表示さ
れる輝度との関係を示している。移動中のＧ(グリーン)信号は２点鎖線で、移動中のＢ(
ブルー)信号は１点鎖線で示されている。これらの移動中の特性は液晶パネル毎に特性が
異なっている。
【００２８】
まず、この図２の特性を有するＬＣＤにおいて、中間階調である５０％輝度のワイヤーフ
レームを表示させる場合を考える。静止時５１においては、５０％輝度が出せる電圧にて
液晶をドライブすれば、画素も数フレームで５０％輝度に到達することから問題はない。
一方、移動時においては、Ｒ信号における移動中５０を参照して明らかなように、５０％
輝度相当の電圧にて液晶をドライブしても、実際の画面上では２１％の輝度しか得ること
ができない。実際に表示される輝度を５０％とするためには、８３％輝度相当の電圧にて
液晶をドライブする必要がある。即ち、５０％輝度相当の入力電圧に対して、更に３３％
分のオフセットをかけることが必要となるのである。Ｂ信号ではこのオフセット量が更に
大きくなり、また、Ｇ信号では、若干、静止時５１に近くなるものの、同様なオフセット
をかけることが必要となる。
【００２９】
ここで、液晶の応答特性とフリッカとの関係について、更に考察する。
図３は、最高輝度における液晶の応答速度の測定結果を５機種(機種Ａ～機種Ｅ)について
求めた表図である。第１列の機種６１において、カッコ書きは最高階調におけるフリッカ
の度合いを示したものであり、「○」はフリッカが殆ど視認されないことを示している。
また、「△」はフリッカがほぼ容認できるレベル、「×」はフリッカが激しく認められる
ものを示している。第２列は応答時間立ち上がり６２の時間を示し、第３列は応答時間立
ち下がり６３を示している。また、第４列の光量比６４は理想的液晶における光量との比
を示し、第５列は線画の移動時と静止時との輝度比６５を表している。この線画の移動時
と静止時との輝度比６５は、移動中のワイヤーフレームモデルの輝度が静止時に比べ、ど
の位暗くなっているかを示すものである。機種Ａはほとんど暗くなっておらず(１.０：１
)、フリッカが視認される機種Ｂ(０.８：１)、機種Ｄ(０.７：１)、機種Ｅ(０.３：１)で
は、移動時の輝度が落ちているのが理解できる。
【００３０】
この機種Ａにおいて、最高階調での応答速度は充分に高速であるか、という点では、機種
Ａは応答時間立ち上がり６２および応答時間立ち下がり６３とも機種Ｂに比べて遅くなっ
ている。しかしながら、実際のＣＡＤにおけるワイヤーフレームモデルを表示・移動させ
てみると、機種Ａの方がフリッカは少なくなっている。この理由は、人間の視覚の特性を
考慮するとうまく説明できる。即ち、人間の視覚には時間的に積分効果があることが知ら
れている(テレビジョン学会：テレビジョン画像情報工学ハンドブック、第１版pp.３９～
４０(１９９０))。画素の人間の目にうつる明暗を論じるには、単に規定輝度への到達時
間の速さではなく、光量、即ち輝度変化を時間で積分したもので考える必要がある。
【００３１】
図４は、理想的な液晶の応答特性を示した図であり、ある画素を輝度Ｌ１でずっと点灯さ
せたままにしておいたときの状態、即ち、静止時の状態を示している。このときの１フレ



(8) JP 4907753 B2 2012.4.4

10

20

30

40

50

ーム分の時間(Ｔ)に発する光量Ｓは、図４の斜線部に示されるようにＬ１×Ｔ(即ち、輝
度×時間)となる。
図５(ａ)、(ｂ)は、図３に示した機種Ａ、機種Ｂにおいて、画素を１フレームだけ点灯し
た場合(Ｏｎ→Ｏｆｆ)の輝度対時間の応答特性を示した図である。図５(ａ)に示す機種Ａ
の応答特性は、立ち上がりも緩やかであるが、立ち下がりも緩やかである。その結果、光
量ＳA'としては、図４に示す理想的な液晶と同程度の光量(ＳA'≒Ｓ)を得ることができる
。一方、図５(ｂ)に示す機種Ｂの応答特性は、立ち上がりは速いものの、立ち下がりは更
に速くて急峻である。その為に、図３の光量比６４に示すように、光量ＳB'としては図４
に示す理想的な液晶の８１％程度しかない。従って、図５(ａ)に示すものより応答速度が
速いにもかかわらず、静止時・移動時に光量の差(ＳB'＜ＳA' )による輝度差があり、ワ
イヤーフレームモデルを動かしたときのフリッカが発生してしまう。図３に示した機種Ｃ
～機種Ｅの結果を見ても、光量比６４が小さいディスプレイほど線画の移動時と静止時と
の輝度比６５も小さく、フリッカが多いことが理解できる。
【００３２】
これらの問題点の根本的解決策は、図４に示すような理想的な応答特性を持つ液晶素子を
開発することであるが、実用化までにはまだ時間がかかる。そのために、普通の応答速度
を有する液晶でもフリッカが抑止できる方策が必要となる。
有効な対策案の一つとして、図２に示した静止時５１と移動中５０との輝度差の測定を応
用する方式が考えられる。即ち、ワイヤーフレームモデルの移動中は、図２に示されるグ
ラフから読み取れる必要なオフセット量を考慮して、相当分の階調にてモデルを描画する
方法である。
【００３３】
図６は、必要なオフセット量を考慮して輝度を設定した場合の効果を示す図である。表示
させたい輝度Ｌ１に対して、輝度Ｌ１を目標に駆動すると、前述した液晶の応答速度のた
めに、符号７１に示す光量(Ｓ')しか得られない。この光量(Ｓ')７１は、図４に示した理
想的な応答特性による光量(Ｓ)に比べて遥かに小さい。一方、表示させたい輝度Ｌ１より
も大きめの輝度Ｌ２を目標に駆動すると、符号７２に示す光量(Ｓ'')が得られる。この輝
度Ｌ２にオーバードライブすることで、液晶の応答としてはＬ１に速く到達することとな
り、光量(Ｓ'')７２は理想的な応答特性による光量(Ｓ)とほぼ同等の光量を得ることがで
きる(Ｓ''≒Ｓ)。このときのＬ１に対する最適なＬ２は、図２に示したデータから得るこ
とができる。
【００３４】
図７は、輝度Ｌ１と輝度Ｌ２との対応を表の形式にて示した図であり、図１に示したＲＯ
Ｍ２３に格納されるグラフベーステーブル２６の内容を示している。図７に示すこのグラ
フベーステーブル２６の内容は、図６の効果を考慮して、図２に示した特性を有する液晶
セル３２に対し、直前の輝度と次の輝度との対応関係が示されている。この直前の輝度は
、図１に示したＡＳＩＣ２１により入力されたビデオ信号から求められ、フレームバッフ
ァ２２に格納されている。また、次の輝度は、ＡＳＩＣ２１に対して入力された次のビデ
オ信号から求められる。
尚、このグラフベーステーブル２６は、Ｒ,Ｇ,Ｂ各色信号毎に形成されており、また、液
晶セル３２の特性が異なれば、その内容も異なってくる。
【００３５】
図７に示すグラフベーステーブル２６の１行目は、直前の輝度が０のときに次の輝度に対
して出力される輝度を示しており、図２のグラフに示されるＲ信号の移動中５０における
読み取り値と一致している。例えば、次の輝度が１０であれば、図２のグラフの縦軸から
１０％を横に見ていき、移動中５０の線との交点から、表示させたい輝度２８％が読み取
れる。また、特定の中間階調から他の中間階調へ上昇する場合には、オフセット量の差を
直前の輝度値に加算すればよい。例えば、直前の輝度が１０で次の輝度が２０の場合には
(４８－２８)＋１０＝３０となり、次の輝度が３０の場合には(６３－２８)＋１０＝４５
となる。同様に、直前の輝度が２０で次の輝度が３０の場合には(６３－４８)＋２０＝３
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５となり、直前の輝度が３０で次の輝度が４０の場合には(７４－６３)＋３０＝４１とな
る。尚、本実施の形態では、直前の輝度と次の輝度との差がオフセット量よりも大きな場
合には、次の輝度がそのまま出力されるように構成されている。例えば、直前の輝度が１
０で次の輝度が８０の場合には、オフセット量は(９６－２８＝６８)であり、直前の輝度
の値１０を加えても７８となる。この場合には、次の輝度を確保するために、次の輝度の
値８０にて出力される。
【００３６】
一方、特定の中間階調から他の中間階調へ下降する場合には、逆にオフセット量だけ減じ
て出力すれば良い。図７に示す例では、液晶セル３２の特性として、図６に示す上昇のと
き(Ｏｎした時)と下降のとき(Ｏｆｆした時)とが同様な特性となる場合を示している。こ
の例では、直前の輝度が１００で次の輝度が１０の場合には１００－９８＝２が出力値と
なる。この“９８”は、図７に示す直前の輝度が０で次の輝度が９０の場合の値である。
同様に、直前の輝度が１００で次の輝度が２０の場合には１００－９６＝４となる。また
、直前の輝度が９０で次の輝度が３０の場合には１００－７５＝２５となる。この“７５
”は、図７に示す直前の輝度が１０で次の輝度が７０の場合の値である。同様に直前の輝
度が９０で次の輝度が４０の場合には１００－７０＝３０となる。この“７０”は、図７
に示す直前の輝度が１０で次の輝度が６０の場合の値である。
尚、図７では理解を容易にするために、直前の輝度および次の輝度を１０毎に区切られた
図表を用いて説明したが、実際には、図２に示されるような測定結果から読み取れる全て
の組み合わせを予め表に記憶させるように構成されている。例えば、輝度１単位毎等に記
憶する等であり、その精度は装置の規模等によって任意に決定することができる。また、
図７では百分率によって表示していたが、この表のアドレスや格納値は百分率に限らず、
その回路で扱い易いように、適当に量子化された値を用いれば良い。
【００３７】
図８は、この下降する場合における表示させたい輝度と実際に表示される輝度との関係を
示すグラフである。この図８の例では、図２に示すような上昇特性に対して同様な特性に
て下降する液晶を例にとっている。その結果、図８に示す移動中８０は、図２に示す移動
中５０の線に対して上下反転させたカーブとなっている。但し、横軸の目盛りも反転して
いる。図８の移動中８０の線にて、実際に表示される輝度が５０％のときには、表示させ
たい輝度は１７％となっている。これは、図７に示す図の、直前が１００で次の輝度が５
０のときの値と一致しているのが解る。即ち、図８に示される移動中５０の線は、図７で
直前の輝度が１００％から下降する場合をそのまま示している。
尚、本実施の形態では、上昇(ＯｆｆからＯｎした時)と下降のとき(ＯｎからＯｆｆした
時)とが同様な特性を示す例にて説明したが、液晶の種類によってこれらの特性は異なっ
てくる。そのため、本実施の形態では、液晶に合わせて図７の図表の値を変更することで
対応できるように構成されている。
【００３８】
このように、本実施の形態では、理想的な光量を得られるように、静止時の輝度レベルと
移動時の輝度レベルとの関係に基づいて、表形式にてオフセット量を記憶するように構成
している。これによって、ＬＣＤ画面上のディスプレイイメージが移動している場合でも
、見かけ上は静止時と同じ輝度で表示することが可能となり、画面上のフリッカを抑止す
ることができる。
また、本実施の形態では、フレームバッファ２２に直前の輝度レベル(階調値)を格納し、
ＡＳＩＣ２１にて次のビデオデータの輝度レベルと直前の輝度レベルとの対応関係に基づ
いて、グラフベーステーブル２６の内容によって足し込み修正するように構成している。
この結果、モデルが大局的に移動しているか、静止しているか、を判断する必要がなく、
判断される輝度レベルと直前の輝度レベルとの差によって移動時を判断することができる
。この結果、簡易な回路構成にてフリッカを抑止することが可能となる。
更に、本実施の形態によれば、光量(輝度×時間)の視覚に対する重要性に着目して液晶パ
ネルの応答速度に起因するフリッカ問題に対処している。その結果、どのような液晶(Ｔ
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Ｎ、ＩＰＳ、ＭＶＡ等)に対しても、各液晶の特性に合わせて参照テーブルを作ることに
よって、遅い応答速度を補償することが可能となり、汎用性に富んだ液晶制御回路、液晶
表示装置を提供することが可能となる。
【００３９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、簡易な構成にて、ワイヤフレームモデル等で大き
な問題となるＬＣＤにおけるフリッカ現象を、ユーザの見た目上、抑止することが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本実施の形態における液晶表示装置の全体構成を説明するための説明図である
。
【図２】　本実施の形態に用いられるＬＣＤにおいて、移動中のワイヤーフレームにおけ
る輝度の例を示すグラフである。
【図３】　最高輝度における液晶の応答速度の測定結果を５機種(機種Ａ～機種Ｅ)につい
て求めた図表である。
【図４】　理想的な液晶の応答特性を示した図である。
【図５】　(ａ)、(ｂ)は、図３に示した機種Ａ、機種Ｂにおいて、画素を１フレームだけ
点灯した場合の輝度対時間の応答特性を示した図である。
【図６】　必要なオフセット量を考慮して輝度を設定した場合の効果を示す図である。
【図７】　輝度Ｌ１と輝度Ｌ２との対応を表の形式にて示した図である。
【図８】　下降する場合における表示させたい輝度と実際に表示される輝度との関係を示
すグラフである。
【図９】　ワイヤーフレームモデルを画面上で動かした場合におけるスクリーン上での線
の動きを示す図である。
【図１０】　ライン(ｉ)上におけるフレーム毎の画素のＯＮ/ＯＦＦを示す図である。
【図１１】　ピクセル(ｊ)における輝度の変化を示す図である。
【符号の説明】
１０…液晶表示モニタ(ＬＣＤモニタ)、２０…インターフェイス(Ｉ/Ｆ)ボード、２１…
ＡＳＩＣ、２２…フレームバッファ、２３…ＲＯＭ、２４…比較ロジック、２５…足し込
み修正部、２６…グラフベーステーブル、２７…入力部、３０…液晶モジュール、３１…
液晶セルコントロール回路、３２…液晶セル、３３…バックライト、３４…ＬＣＤコント
ローラＬＳＩ、３５…ソースドライバ(Ｘドライバ)、３６…ゲートドライバ(Ｙドライバ)
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